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J&K概要

• Ｊ＆Ｋロジスティクス株式会社
• 代表者経歴

– 広島県出身
– 福山通運（情報システム部・東京営業本部）
– 1997年 J&Kロジスティクス株式会社設立

①SCM改善コンサル

③韓国釜山港・光陽港のBIZ作成

• 取り組んだテーマ
① 物流改善
② 物流施設の開発マーケティング
③ 韓国政府:釜山新港発のビジネスモデル作成、合弁会社設立
④ 中国政府:中国沿海部から欧州につながるFish Bone Networkモデル

作成（“一帯一路”の原型）

④中国 Fish Bone Networkモデル作成

②高速道路直結物流基地（特許取得）
高速道路と一般道の貨
物積み替え課金システ

ム

トラックとの直接交信に
よる求車求貨システム
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1.物流環境の変化
（ニーズ・課題）

物流形態の変化

在庫の増加・⾧期化

ECの増加

ドライバー不足

物流施設開発の増加

国際物流環境

Global-SCMの不安定

釜山港の取扱の増加

中国一帯一路の成⾧

国内物流環境

物流の小口化

運送事業環境の変化 低い積載率
運行アンバランス

施設の大型化と地方展開

2024年問題

コストと在庫の増加

地方港のT/S増加

新しい輸送ルートの定着

南海トラフ地震への対応 インフラ・国際ルートの連携
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積替え施設の開発
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BCP対応ニーズ


